
今日からからはじめる！
リモート運用のたのしみ

JA1CAY

2023/7/16 JARL山梨フィールドミーティング

本資料は2023JARL山梨フィールドミー
ティングでの発表です。この内容での工事
設計により届出ないし変更申請を行ってい
ます。ご質問等には応じかねますのでご了
承ください。



はじめに

• 当初開局1977年、JA1CAY開局2003年
• 開局以来主にCWで運用（2003/7〜2019/1 97% CW）
• 「リモートシャック」（シャックの機能をすべて動かすイメージ、

ローテータ、アンテナ切り替え、リニア、電源など）は必要性を感じ
ていなかった

• 2019年以降FT8デジタルモード運用がかなりを占めるようにな
り、PC相手ばかりになる。「PCだけでいいじゃん」と思い、
「リモート運用」（家のリグの操作・運用）を試みるように
なった

• これまで固定・移動免許、計４回変更申請ないしは届出
• 本日は「帰ったらすぐできる」音声QSO設定を中心にお話しし

ます。FT8の設定ができているPC・リグならソフトだけで構築
できます

• 3/22から宅内のリモート運用については申請不要になっていま
す。



便利で楽しいリモート運用

• ２Fがシャック、１F居間や寝室でQRV
• 昼休み・休息時間にCMから
• 外出・滞在先からパイルに参加
• コンディションがよい／コンテストの時でも休まず運用！？
• 仲間であつまっての運用、干渉や抑圧の心配なし
• 電波のとび具合・コンディションや電波の質の確認
• アンテナ調整やIの確認
• 受信だけならどこでもOK！ 海外でもタヌキワッチ！？
• 注意

• 移動先とシャック（リモート）で同時運用は不可、バンドが違ってもだめ
• ３時間以内にシャックに戻れる必要あり
• 宅内・リグの横でシステム構築する限りは申請・届出不要（今日からできる！）
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用意するもの

• リグ
• ＣＡＴのあるリグなら（ほぼ）ＯＫ 難易度〇 操作性〇 品質△
• リモート専用コントロールソフト 難易度△ 操作性〇 品質〇

が使えるリグならＦＢ
• 基本的にどんなリグでもＯＫ 難易度× 操作性？ 品質？

• インターネット環境
• シャックは光回線が良い
• 宅外でもできれば高速・安定回線、携帯電話回線もよい
• 回線が遅いとストレスがたまるし、制御不能に陥るので注意

• パソコン２台とソフト
• 内容はリグに依存

• インターフェースケーブル
• 内容はリグとソフトに依存
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CAT(CI-V)コントロールできるリグなら
リモート運用できる（ネット設定不要）
• 必要なもの

• パソコン２台（デスクトップ・ノート問わず）
• リグ１台
• CAT接続ケーブル
• CATコントロールソフト
• 音声をリグに接続するケーブル
• リモートデスクトップソフト＋VoIPソフト（無料）

• たとえばAnyDesk + Skype など
• TeamViewerなら両方の機能あり

• その他、JTDX/WSJT-X, MMVARI, DigitalSoundCWなど（無料）
• リグによっては工夫が必要な場合も

• 送信コマンドがないなど機能に制限がある場合
• CAT操作時に音声（マイク）機能制限

• その他
• 送信状態をモニタできることは必須
• 固定IP, DDNS, VPN接続不要
• クライアント側はスマホ、タブレットでも可能！まずはPCで

FT-8の設定が
すんでいれば
すぐできる！



CATコントロール・音声は
FT-8などデジタルモードと同じ
• CAT

• 音声
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専用変換ケーブル・ユニット
サードパーティー変換ケーブル
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MIC, Phone ・
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• オーディオ端子
Mic, Phone

USBオーディオ変換

リグ PC



まず、リグコントロールソフトをホスト
PC（シャックのPC）にインストール
• 以下FT-8ができている（＝リグのCAT制御とPCオーディオの

接続ができている）ことを前提としてすすめます
• flrigの例 http://www.w1hkj.com/ 無料

（HamRadioDeluxeのほうが多機能で使いやすく古いリグにも対応。応
答も良好ですのでお勧めします。ただし現在は有料）

• インストール方法：flrig.exe をダウンロードしてクリック

Continue Next Install Close

起動時は通信
ができないの
でその表示が
でる。Close

Windowsの警
告が出たら許
可する



インストールしたら接続設定

• リグをON、Config --- Setup---Xcvr リグと（仮想）COMポー
ト、Baudレートを選び Initをクリック 緑ランプになればよい
(Connected)

• その他は必要に応じて後日設定
しばらくリグコントロールに慣れ
ましょう パソコン操作で運用で
きるのは意外と便利です
メニュー奥の機能もすぐ利用可

FT-8などとCAT競合する場合は同
時にはできません（後述）

競合して応答しなくなったら、ソ
フトとリグを再起動 場合によっ
てはPCも再起動する

最初期設定



CWも運用できる（タイピング）

Rig

PC

COM3

１石キーイ
ング回路

COM2

USB Key

COMポート番号は例



JTDX/WSJT-Xと連携できる！
HamlogのJTGetsを使うとさらに便利に！

FLRigを先に起動
RigにFLRigを設定する
周波数JTDX⇔FLRigで連動
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リモートデスクトップを導入する

• クライアントPC（スマホ、タブレット）からホストPCを操作
する

• TeamViewer：個人利用無料、会議により音声送受信が可能
• AnyDesk：個人利用無料、音声は選択して受信のみ可
• Chrome Remote Desktop：最近流行りだが未経験
• Windows Remote Desktop：Windows付属 ネット環境設定が面倒だ

が、サーバー依存度小さく高速。ホスト側はWindows Proのみ
• なぜ必要か？

• ホストのリグコントロールソフトを操作
• RSBA1など使っていてもクライアント側でホストのソフト設定を確認

できると安心（エラー対応なども）
• HamlogやFT-8など利用も可能に！
• Webカメラでリグを監視
• その他自宅PCのソフトが外出先で利用可能

• 注意
• リモートツールだけでは、クライアントの音声をホストのUSB 

CODECに接続できない（別に音声転送ソフトが必要）



ホストPCへの接続手順
（TeamViewerを使って音声QSOの場合）
1. シャック

1. ホストPC、リグの電源は入れておく
2. ホストPCのTeamViewerを起動
3. TeamViewerの「遠隔操作を受ける許可」のIDとパスワードをメモ

2. 以下は宅外を想定（実際は機側で行う）
1. クライアントPCのTeamViewerでホストPCに接続（ID・パスワード）
2. ホストPCでflrigを起動（FT8などPC通信の場合はこれ以降は通常のPC操作、

以下音声QSOの場合）
3. FT8など音声やCOMを使うソフトは終了しておく
4. TeamViewerの音声を設定・確認

• クライアント側 使用スピーカー、マイク（ノートPCなら「デフォルト」でよい。
ヘッドセット推奨。USB接続の場合はUSB Audio Deviceを選ぶ）

• ホスト側 USB Audio CODEC
5. 周波数、モードなどをセット
6. クライアント側かホスト側どちらかで会議を開始
7. 開始していないほうが会議に参加する
8. クライアントPCからホストPC上のflrigのPTTボタンを押すと音声が送信さ

れる

TeaｍViewerのインス
トール法は省略します



会議ソフトの音声の設定に注意する

ホスト側はUSB AudioCODECにする
（リグとパソコンの音声がブリッジ）

クライアント側は通常のマイク・スピーカー
（ノートPCならデフォルトでよい）



遠隔操作の開始
ホスト側 クライアント側

パスワードはTeamViewerを起動するたびに変わる
メモしておく
アカウントをつくり「個人的パスワード」を
設定すると便利



「会議」の開催：クライアント側の設定
使うマイク・スピーカー
になっていることを確認
カメラは不要（なし）

会議番号をメモする



ホスト側で会議に参加する
（クライアントPCから操作する）

会議番号を入力
ハイフンは不要
（自動で入る）



音声会議にホストとクライアントで参加
して、リモート運用開始！

• ホストとクライアント側で会話をすることになる
＝音声をやりとり

• クライアントPCからはリグの音声が流れる
• ホスト側のflrigのPTTをONすると話せる
• 別のリグがあったら受信して確認しましょう



運用終了

• 会議を終了（ホスト、クライアントどちらでもよい）
• flrigを終了
• TeamViewerを終了
• （携帯回線テザリングを終了）



他のソフトでもむろん可能
AnyDesk+Skype+HRDの運用例

Skypeの場合には電話をかけてつなぐ
（アカウントは２つ必要）

音質は通話ソフトとネット環境に依存するので
いろいろなツールをためすとよいかも



携帯回線経由で接続を確認する
（リグの横・宅内で操作していれば届出・申請不要） インターネット

ルーター

クライアントPC
TeamViewer

家屋内ＬＡＮ

リグ
ホストPC
TeaｍViewer

FLrig

空中線

スマホ
ローミング

WiFi
携帯電話
回線

リグ
（受信機）

空中線



いよいよ届出・申請

• 免許状記載事項に変更がなければ軽微な変更になり変更申請ではなく届出に
なる。工事設計の届出がシステムに到達していればよい。だが、不備がある
とまずいので審査終了まで待つ。

1. 電波の発射の停止が確認できるものであること
⇒リグコントロールソフト等で実際のリグの状態がモニターできること
（制御指令だけではだめ）

2. 免許人しか使えないこと、運用中常に無線設備を監視及び制御をしている
もの
⇒パスワードロック＋リグコントロールソフト

3. ３時間以内に戻れること
⇒基準を示して約束する （社団局の場合は構成員が来られることを確認し
て運用）

4. 無線局事項書及び工事設計書参考事項は適切に記入
5. 無線設備の操作を行う場所を通信所としないこと

⇒出先でリモート運用以外の運用をしないことを約束する
• 誓約書と思って書く。 「根拠や決意」を示して約束する。必要最小限のこと

でよい。上記に関係のない場合、電源制御、PCやネット情報等は不要。図は
必須ではないがあったほうがよいと思う。



１台のPCにリグ２台いけるか？

• VCP（仮想COMポー
ト）が競合しなければよ
い

• ICOM, YaesuともSilicon 
Labs CP210xを使用

• IC-7410とFT991 OK
• IC-7410、IC-7610、IC-

9700 NG
• AF (USB Audio Codec）

は通常分岐するのでOK
• 競合する場合の対策

• 解決策なし
• 可能なほうを

Remote/RS232C制御
• 音声ラインは通常AFと

する
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１台のPCで２台のRIGでFT8



Windows Remote Desktop ウィンドウ操
作は高速でFB 音声はリモートコンピュータ（ローカル）再生とする

（アプリごとに別けられるかどうか不明）

スカイプでトンネルする VPN接続





でもやっぱり専用ソフトが一番便利！
RS-BA1の例〜まずPC制御しよう

IC-9700
ホストPC

ICOMリモート運用
専用ソフトRS-BA1

USB
ケーブル

• RS-BA1の取説をよく読んでいけ
ば比較的簡単に設定できる
他の対応リグも同様

• PCは何でも可 スピーカー、マ
イクがあること

• リグの前にいれば申請不要

マイク



次に宅内で構築しよう
（宅内で操作する限りは申請不要）

クライアントPC
ICOMリモート運用
専用ソフトRS-BA1

IC-9700
ホストPC

ICOMリモート運用
専用ソフトRS-BA1

（常時稼働）

USB
ケーブル

家屋内
LAN

（LANケーブルで直接接続もできる）

マイク

※PC、ルーターのファイア
ウォール設定に大きく依存
※同じLAN
※publicネットワーク
※SSIDは違ってもよい
※pingが通ればよい



PC設定（ほんの概要）

• ホスト（サーバー） • クライアント

ホスト＝サーバー
クライアント＝ローカル リグに

サーバーPC登録

リグ登録

規定のデバイス
＝クライアントPCの
マイク・スピーカー

リグに設定



登録してあるリグを選ぶ

オーディオの設定はわかりづらい



「宅外」から自宅PCに接続する
• RS-BA1を利用して自宅のホストPCに接続するには固定IPサー

ビス、DDNS、VPN接続を利用する必要がある
• 固定IP、DDNS

• 自宅ルーター・ホストPCを直接指定できる、違うNW同士の接続
• 固定IP：インターネットプロバイダー
• DDNS：ルーターメーカーやプロバイダのサービスを利用、無料もあ

る
• VPN接続

• PC同士が宅内LANのように接続
• SoftEther

• これも全部リグの横で
行えば許可不要

• ネット環境を工事
設計書に記載する必要なし
（送信機に関係する場合は

必要かも）

インターネット

ルー
ター

クライアントPC
ICOMリモート運用
専用ソフトRS-BA1

送信所

遠隔操作所

マイクロフォン
（音声入力）

家屋内ＬＡＮ

ICOMリグ
705, 7300, 
7410,7610, 
9700など

ホストPC
ICOMリモート運用
専用ソフトRS-BA1

空中線

USB

LANケーブル

携帯電話回線等
（スマホローミング）

自宅PCに接続する
ためにはDDNSや
VPNを利用する



SoftEther VPN
https://ja.softether.org/
国内、大学発

JA1CAYではVPN Azureを使用
設定方法にしたがっていけばできるが…
成功するかどうかはファイアウォール(PC, ルーター, 宅外ネット環境)の状況次第？

参考 https://www.gadgets-today.net/?p=7142



機器のSWをどうするか

1. RS-BA1はON/OFFが可能
2. RS232C CATコントロールでON/OFFできるリグがある
3. PIC-NIC（自由度大きいが、ネットワーク設定・ハードウェ

ア難易度高）
4. リモートSWガジェットを使う スマホからON/OFF可

• SwitchBot＋Hub
5. ３，４の場合はwebカメラがあったほうがよい

SwitchBot＋Hubセット



おわりに

• TeamViewer + flrig は手っ取り早く確実だが、あくまで「お試
し」いろいろ工夫してみてください

• 操作の応答性・音質はネット、PC環境に大きく依存
リモート会議と同様に、高速回線、ノイズキャンセリングマイ
ク、ヘッドセットなどを利用

• PC、インターネット、セキュリティ、リグ接続環境は個々に
違うので王道なく地道な設定が必要


